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交通戦略と地域公共交通総合連携計画について 

 

○ 趣旨 

  上下分離方式によるＬＲＴの整備や公共交通利便化策の円滑な実施に向けては，地域公共

交通総合連携計画（以下「連携計画」）の策定が必要となることから，交通戦略と連携計画

の関係，取組の方向について報告するもの 

 

１ 国における交通戦略と連携計画の関係 

  国においては，交通戦略と連携計画は，上下・包含・先後関係はなく，必要に応じて連

携する関係としている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携計画交通戦略 

目的 
公共交通の再生・活性化のため，地域の主体的

な取組を推進 

目的 
公共交通を軸とした集約型都市構造の実現の

ため快適で円滑な都市交通を確保 

事業内容 
（自治体，協議会等が行う） 

○基幹的な公共交通を軸としたまちづくり 

○歩いて暮らせるコンパクトなまちづくり 等

事業内容 
（法に定める実施主体が行う） 

○ＬＲＴシステムの導入 

○バス・乗合タクシーの活性化・再生事業 等

○まちづくりと交通が一体となった交通施策事業の展開 

○利便性の高い公共交通による適正な交通分担への誘導 等 

必要に

応じ 

相互連携

根拠法令等 
都市・地域総合交通戦略要綱（H21~） 

 

資料３ 

根拠法令等 
地域公共交通の活性化及び再生に関する法律※

（H19~） 

※公共交通ネットワーク再構築（路線・ダイヤの見直

し等）の支援に向けた改正法案を国会審議中（計画
名：地域公共交通網形成計画） 

策定状況 
策定済 61 地区(うち認定 37 地区) 

H25.4 現在 

策定状況 
策定済 50 地区，策定中 13 地区 

H22.5 現在（関東運輸局管内） 

制度概要 
公共交通や自転車，徒歩，自動車が相互に連

携した総合的な交通施策の推進を図る計画 

 

制度概要 
ＬＲＴやバス等の公共交通の整備，利便化，相

互連携などの事業について効率的な推進を図る

計画 
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２ 本市の取組の方向 

   計画の位置付け 

  ・ネットワーク型コンパクトシティの実現を支える総合交通ネットワークの形成を目指す

交通戦略に基づき，芳賀町を含むＬＲＴの整備及び関連事業を具体化するための計画と

して連携計画を策定する。 

   組織体制の位置付け 

  ・連携計画を策定するために法律で設置が求められている協議会（以下「法定協議会」）

は，特定かつ広域的事業を協議するものであるため，本市交通ネットワーク全体につい

て協議する交通戦略推進懇談会（以下「懇談会」）とは別に，適切な時期に設置する。 

 

 

<<施策展開のイメージ>> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  （参考）懇談会・法定協議会構成対照表 

交通戦略推進懇談会（任意組織） 法定協議会（法の規定） 

市，県 関係する市，町 

バス事業者，鉄道事業者 関係する公共交通事業者等 

道路管理者（国，県） 道路管理者，その他の事業実施見込者 

栃木県警 公安委員会 

連合自治会長ほか７団体の代表 地域公共交通の利用者 

学識経験者 学識経験者 

県バス協会，宇都宮タクシー事業者協議会 
その他市町が必要と認める者 

栃木運輸支局，関東地方整備局，関東運輸局 

 

公共交通ネットワーク整備 

公共交通利便化・利用促進策 

公共交通施設等バリアフリー化

自転車施策 

道路ネットワーク整備 

駅前広場等基盤整備 

《交通戦略推進懇談会》 

ＬＲＴシステム整備 

バス路線再編 

ＩＣカードシステム整備 

《法定協議会》 

交通戦略の進行管理，見直し 

全体的視点からの事業への意見 

個別的事業の具体化 

 

【交通戦略施策事業の見直し】 

H26 年度内 ・現短期(H24~H26)の期間満了 

 ・H27 以降の施策事業の見直し 

(LRT 事業化計画等の策定状況を踏

まえる) 
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割 
【協議会の設置，連携計画の策定】 

H26 年度内 ・｢芳賀・宇都宮基幹公共交通検

討委員会｣を中心に連携計画素

案の取りまとめ 

 ・法定協議会の設置 

 ・連携計画の策定 

LRT 関連
の 

具体化 


